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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第３四半期連結
累計期間

第25期
第３四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 43,381 46,411 57,027

経常利益（百万円） 1,432 1,960 1,899

四半期（当期）純利益（百万円） 699 588 950

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
658 501 847

純資産額（百万円） 12,962 12,949 13,032

総資産額（百万円） 39,692 37,436 36,976

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
53.91 46.60 73.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 32.7 34.6 35.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,636 2,309 2,362

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△256 △988 △841

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,838 △1,807 △4,300

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
7,717　 4,909 5,395

　

回次
第24期

第３四半期連結
会計期間

第25期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
22.83 5.51

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４．第24期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは、当社及び連結子会社10社により構成され、臨床検査事業

調剤薬局事業、ドラッグ事業の３部門に関係する事業を展開しております。

　当第３四半期連結累計期間における関係会社の異動は次のとおりであります。
　
＜臨床検査事業＞　

　平成23年４月１日付けにて、医療用試薬等卸の㈱アテストの全株式を取得し、完全子会社としました。これにより、当

社の関係会社は子会社が１社増加しております。  
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災、原子力発電所事故に伴う電力供給の制限等の影

響から徐々に回復を見せつつあるものの、その後のタイの洪水、ギリシャに端を発した欧州の金融危機等の不安要

素を抱え、依然として不透明な状況が続いております。

　当社を取り巻く、受託臨床検査市場及び調剤薬局市場は、平成24年4月に実施される診療報酬改定・薬価改定の影

響に加え、同業社間の競争が激化しております。

　ドラッグストア市場は、出店競争の激化、他業種の新規参入に加え、震災後の消費マインドの冷え込みにより、厳し

い市場環境が続いております。

　このような経営環境のもと、当社グループは臨床検査事業のコスト削減及びサービスの向上を目的として、医療用

試薬等卸の㈱アテストの全株式を取得し子会社化した他、調剤薬局及びドラッグストアの店舗展開を進めました。

　このような取り組みにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は46,411百万円（前年同期比7.0％増）、営業利

益は1,984百万円（同32.4％増）、経常利益は1,960百万円（同36.9％増）となりましたが、子会社における減損損

失の計上、法人税率変更の影響等により四半期純利益は588百万円（同15.9％減）となりました。

セグメント別の状況は、次のとおりであります。

① 臨床検査事業

　臨床検査事業につきましては、試薬販売に加え、アレルギー検査を含む免疫検査の出検数が堅調に推移した他

顧客ニーズに即した検査項目の拡販活動及び提案営業並びに新規顧客の獲得を強化するとともに、不採算取引の改

善を進めました。このような取り組みにより、臨床検査事業の売上高は21,579百万円（前年同期比9.0％増）となり

ましたが、組織再編・拡販活動等事業の基盤強化に向けた費用の増加等により営業利益は1,114百万円（同3.1％

減）となりました。

② 調剤薬局事業

　調剤薬局事業につきましては、当第３四半期連結累計期間において、開局等により10店舗（内フランチャイズ１店

舗）増加し、１店舗閉局した他、既存1店舗をフランチャイズ化するなど、事業拡大と効率化を進めました。この結

果、当四半期連結会計期間末における当社グループが運営する調剤薬局等店舗総数は116店舗（フランチャイズ店

６店舗、ドラッグストア併設店14店舗含む）となりました。

　このような取り組みにより、調剤薬局事業の売上高は12,903百万円（前年同期比10.9％増）、営業利益は871百万

円（同137.3％増）となりました。

③ ドラッグ事業

　ドラッグ事業につきましては引き続き、事業間の経営資源の共有、相互活用できる態勢の構築、既存店舗のリニ

ューアル等の経営の効率化に取り組んでおりますが、消費マインドの冷え込みにより利益面での影響を受けまし

た。当第３四半期連結累計期間において４店舗を開店、１店舗を移転、１店舗を閉店いたしました。この結果、当四半

期連結会計期間末における当社グループが運営するドラッグストア店舗総数は64店舗（うち、調剤薬局併設店14店

舗）となりました。

　このような取り組みにより、ドラッグ事業の売上高は11,975百万円（前年同期比0.0％増）、営業利益は30百万円

（同74.4％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産37,436百万円（前連結会計年度末比459百万円

増）、負債合計24,487百万円（前連結会計年度末比543百万円増）、純資産合計12,949百万円（前連結会計年度末比

83百万円減）となりました。主な増加内容は、連結子会社が増加したことに伴う売上債権及び仕入債務の増加であ

ります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況

   当第３四半期連結会計期間末における連結ベ－スの現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ486百万円

減少し4,909百万円となりました。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は2,309百万円であり、前年同四半期に比べ327百万円減少いたしました。これは主

に、利益の増加に伴う法人税等の支払額が716百万円増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は988百万円であり、前年同四半期に比べ731百万円増加いたしました。これは主に、

前年同四半期に連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入が547百万円あったこと、当連結累計期間は、

有形固定資産の取得による支出が242百万円増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は1,807百万円であり、前年同四半期に比べ1,030百万円減少いたしました。これは主

に、長期借入による収入が1,000百万円増加したことによるものであります。
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
　

 （5）研究開発活動

　 該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,980,177 12,980,177

 ㈱東京証券取引所

㈱大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数は100株であ
ります。

計 12,980,177 12,980,177 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　    該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　
－ 12,980,177 － 3,371 － 3,208

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 （平成23年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 457,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,476,500124,765 －

単元未満株式 普通株式 46,077 － －

発行済株式総数 12,980,177 － －

総株主の議決権 － 124,765 －

 （注）  上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権の数９個）含まれ

ております。

　

②【自己株式等】

 （平成23年９月30日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ファルコＳＤ

ホールディングス　

京都市中京区河原町

通二条上る清水町346

番地

457,600 － 457,600 3.53

計 － 457,600 － 457,600 3.53

 （注）　平成23年12月31日現在の自己保有株式数は511,424株であります。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,524 4,983

受取手形及び売掛金 6,787 7,585

商品及び製品 2,677 3,369

仕掛品 124 65

原材料及び貯蔵品 394 377

その他 1,075 1,278

貸倒引当金 △113 △63

流動資産合計 16,469 17,595

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,484 10,778

減価償却累計額 △5,100 △5,312

建物及び構築物（純額） 5,383 5,465

土地 4,710 4,698

リース資産 2,847 2,849

減価償却累計額 △1,123 △1,552

リース資産（純額） 1,723 1,296

建設仮勘定 95 299

その他 8,137 8,308

減価償却累計額 △6,764 △7,063

その他（純額） 1,373 1,245

有形固定資産合計 13,287 13,005

無形固定資産

のれん 1,268 1,138

その他 516 406

無形固定資産合計 1,784 1,544

投資その他の資産

その他 5,517 5,385

貸倒引当金 △82 △94

投資その他の資産合計 5,435 5,290

固定資産合計 20,507 19,840

資産合計 36,976 37,436
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,582 7,523

短期借入金 4,700 4,450

未払法人税等 741 469

引当金 681 349

その他 ※3
 4,403

※3
 4,625

流動負債合計 16,109 17,418

固定負債

長期借入金 ※3
 3,983

※3
 3,346

退職給付引当金 1,420 1,494

役員退職慰労引当金 959 996

資産除去債務 199 212

その他 1,272 1,019

固定負債合計 7,835 7,069

負債合計 23,944 24,487

純資産の部

株主資本

資本金 3,371 3,371

資本剰余金 4,037 4,037

利益剰余金 5,906 6,201

自己株式 △124 △415

株主資本合計 13,191 13,195

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △158 △246

その他の包括利益累計額合計 △158 △246

純資産合計 13,032 12,949

負債純資産合計 36,976 37,436
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 43,381 46,411

売上原価 30,984 33,273

売上総利益 12,397 13,137

販売費及び一般管理費 10,899 11,152

営業利益 1,498 1,984

営業外収益

受取配当金 23 47

その他 104 121

営業外収益合計 128 169

営業外費用

支払利息 124 99

支払手数料 13 45

その他 56 47

営業外費用合計 193 192

経常利益 1,432 1,960

特別利益

貸倒引当金戻入額 12 －

受取保険金 37 －

退職給付引当金戻入額 26 －

負ののれん発生益 － 96

その他 3 3

特別利益合計 79 99

特別損失

投資有価証券評価損 － 167

退職給付費用 － 12

減損損失 － 105

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 71 －

その他 7 70

特別損失合計 79 356

税金等調整前四半期純利益 1,432 1,704

法人税、住民税及び事業税 732 1,004

法人税等調整額 1 111

法人税等合計 733 1,116

少数株主損益調整前四半期純利益 699 588

四半期純利益 699 588
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 699 588

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △41 △87

その他の包括利益合計 △41 △87

四半期包括利益 658 501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 658 501

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,432 1,704

減価償却費 1,546 1,383

減損損失 － 105

のれん償却額 148 131

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 △38

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23 65

賞与引当金の増減額（△は減少） △425 △380

受取利息及び受取配当金 △38 △58

支払利息 124 99

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 71 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 167

負ののれん発生益 － △96

売上債権の増減額（△は増加） 24 △42

たな卸資産の増減額（△は増加） △623 △448

仕入債務の増減額（△は減少） 705 1,121

その他 396 △65

小計 3,319 3,648

利息及び配当金の受取額 34 56

利息の支払額 △114 △76

法人税等の支払額 △602 △1,319

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,636 2,309

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △855 △1,097

無形固定資産の取得による支出 △166 △73

投資有価証券の取得による支出 △218 △358

保険積立金の解約による収入 37 256

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入 ※2

 547 55

その他 398 228

投資活動によるキャッシュ・フロー △256 △988

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △444 △330

長期借入れによる収入 － 1,000

長期借入金の返済による支出 △1,574 △1,407

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △574 △488

配当金の支払額 △244 △290

自己株式の取得による支出 △0 △290

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,838 △1,807

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △458 △486

現金及び現金同等物の期首残高 8,130 5,395

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 44 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,717

※1
 4,909
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
　
（退職給付引当金）

　連結子会社㈱ファルコバイオシステムズ兵庫は、平成23年６月１日付けで適格退職年金制度から確定拠出年金制度

及び退職一時金制度に移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成

14年１月31日）を適用しております。本移行による影響額は、退職給付費用として12百万円を特別損失に計上してお

ります。

　
(法人税率の変更等による影響)

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が平成23年12月2日に公布され、平成24年4月1日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引

下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に

使用する法定実効税率は従来の40.0％から、平成24年4月1日に開始する連結会計年度から平成26年4月1日に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については37.9％に、平成27年4月1日に開始する連結会計年度以降に解

消が見込まれる一時差異等については35.5％となります。この税率変更により、繰延税金資産が117百万円減少し、法

人税等調整額は117百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　１．保証債務

　 　 連結会社以外のものの銀行借入に対し、次のとおり保

証を行っております。

　１．　 　 ────────────

　

従業員２名 0百万円

計 0百万円

　

　２．当社は、資金調達の機動性確保・安定化を図る目的

で、取引銀行２行とタームアウト型コミットメントラ

イン契約を締結しております。この契約に基づく当連

結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

契約の総額 5,500百万円

借入実行残高 －百万円 

借入未実行残高 5,500百万円

　２．当社は、資金調達の機動性確保・安定化を図る目的

で、取引銀行２行とタームアウト型コミットメントラ

イン契約を締結しております。この契約に基づく当第

３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとお

りであります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 －百万円 

借入未実行残高 6,000百万円

※３．財務制限条項

（1）１年内返済予定の長期借入金のうち600百万円及び長

期借入金のうち1,500百万円には、下記の財務制限条項

が付されております。 

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を86億円以上

に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単体

の貸借対照表における純資産の部の金額を80億円以上

に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示され

る経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示され

る経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。　

（2）タームアウト型コミットメントライン契約（平成21

年11月17日契約）には、下記の財務制限条項が付され

ております。  

　　 ・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を86億円以

上に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単

体の貸借対照表における純資産の部の金額を80億円

以上に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

※３．財務制限条項

（1）１年内返済予定の長期借入金のうち600百万円及び長

期借入金のうち900百万円には、下記の財務制限条項が

付されております。 

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を86億円以上

に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単体

の貸借対照表における純資産の部の金額を80億円以上

に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示され

る経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示され

る経常損益が、平成21年９月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。　

（2）　      ────────────
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前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

（3）タームアウト型コミットメントライン契約（平成23

年３月31日契約）には、下記の財務制限条項が付され

ております。  

　　 ・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を86億円以

上に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単

体の貸借対照表における純資産の部の金額を80億円

以上に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

 

（3）タームアウト型コミットメントライン契約（平成23

年３月31日契約）には、下記の財務制限条項が付され

ております。  

　　 ・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を86億円以

上に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単

体の貸借対照表における純資産の部の金額を80億円

以上に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

　

（4）         ────────────

 

　

　

（4）タームアウト型コミットメントライン契約（平成23

年９月30日契約）には、下記の財務制限条項が付され

ております。  

　　 ・各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額を97億円以

上に維持すること。

・各年度の決算期及び第２四半期の末日における単

体の貸借対照表における純資産の部の金額を85億円

以上に維持すること。

・各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

・各年度の決算期における単体の損益計算書に示さ

れる経常損益が、平成23年３月期以降の決算期につき

２期連続して損失とならないようにすること。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在） （平成23年12月31日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 7,840

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △123

現金及び現金同等物 7,717

 （百万円）

現金及び預金勘定 4,983

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △74

現金及び現金同等物 4,909
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前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※２．株式の取得により新たに連結子会社となった会社の

資産及び負債の主な内訳

　　　株式の取得により新たに㈱示野薬局を連結したことに

伴う連結開始時の資産及び負債の内訳並びに㈱示野薬

局株式の取得価額と㈱示野薬局株式取得による収入

（純額）との関係は次のとおりであります。　　　　　　　　　

　　　　　　　

 （百万円）

流動資産 2,982

固定資産 3,877

のれん 1,075

流動負債 △4,426

固定負債 △2,405

株式の取得価額 1,104

現金及び現金同等物　 △547

株式交換による株式の取得価額　 △1,104

差引：連結の範囲の変更を伴う子会

社株式の取得による収入
547

　

　２．　　　　────────────
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月22日

定時株主総会
普通株式 119 10 平成22年３月31日 平成22年６月23日利益剰余金

 

　
　
（決議）

株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月10日

取締役会
普通株式 129 10 平成22年９月30日 平成22年12月６日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　当社は、平成22年４月１日付で、当社を完全親会社、㈱示野薬局を完全子会社とする株式交換を実施いた

しました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が673百万円増加し、自己株式が293百

万円減少し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金4,037百万円、自己株式５百万円となってお

ります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 153 12 平成23年３月31日 平成23年６月24日利益剰余金

　

　
　
（決議）

株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月８日

取締役会
普通株式 137 11 平成23年９月30日 平成23年12月５日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)　

　 報告セグメント 　　 　

 
臨床検査
事業

調剤薬局
事業

ドラッグ
事業

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

　外部顧客への売上高 19,79711,61311,97043,381 － 43,381
　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

0 17 － 17 △17 －

　　　 計 19,79711,63011,97043,398 △17 43,381
セグメント利益 1,150 367 117 1,634 △136 1,498

  （注）１．セグメント利益の調整額△136百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△917

百万円及び内部取引の消去に伴う調整額780百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の

人事・経理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。　　

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。
　
（のれんの金額の重要な変動）

　第３四半期連結累計期間におけるのれんの増加額は、「ドラッグ事業」977百万円、「調剤薬局事業」

97百万円であります。

　これは、平成22年４月に㈱示野薬局の全株式を取得し、完全子会社としたことによるものであります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)　

　 報告セグメント 　　 　

 
臨床検査
事業

調剤薬局
事業

ドラッグ
事業

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

　外部顧客への売上高 21,57712,85811,97546,411 － 46,411
　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1 45 － 47 △47 －

　　　 計 21,57912,90311,97546,458 △47 46,411
セグメント利益 1,114 871 30 2,016 △32 1,984

  （注）１．セグメント利益の調整額△32百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△957百

万円及び内部取引の消去に伴う調整額925百万円が含まれております。全社費用は、主に人事・経

理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。　　

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「ドラッグ事業」において減損損失を計上しております。当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結

累計期間において105百万円であります。
　
（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 53円91銭 46円60銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 699 588

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 699 588

普通株式の期中平均株式数（株） 12,972,823 12,636,447

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

  平成23年11月８日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………137百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………11円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月５日

（注） 平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成24年２月13日

株式会社ファルコＳＤホールディングス

取締役会　御中

　

京 都 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高 津 　靖 史　 　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋 山　 直 樹　 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファルコ

ＳＤホールディングスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファルコＳＤホールディングス及び連結子会社の平成23年12

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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